





























































































































































































































































再評価２回陰 /=へグーヘト、ﾐ、 戸、 完
R－－－－－－－－二淳
１０
Lagtime,γ(msec）
発電用水車騒音の自己相関関数
2０
図３
次に同じデータに対して下限および上限に振幅制限を加え(α,＝0.50,α2＝2.20),条件付
平均に基づく相関関数検出法を用いて相関関数を推定した結果を図３に示す。また，振幅
制限のない，元の波形に定義式を適用し相関関数を計算した結果を標準値として実線で示
した。同図において，本手法による推定値は直接法に比べて標準値に近く，本手法が相関
関数推定においても有効であることがわかる。また，『をＯから102.4まで変化させたとき
の２乗平均誤差は,再評価を行わない場合が0.043であるのに対して,再評価を行った場合
は0.034と減少しており，このことからも本手法におけるβ,,β2の再評価手法の有効性を認
めることができる。
次に，広島市の郊外の国道で測定した非ガウス型の騒音データに本手法を適用した結果
を示す。データはｌ/3[sec]ごとにサンプリングされ,用いたデータは4,500個である。図４
は,このデータに対して上限振幅制限レベルをα2を７１ｄＢＡから５９dBＡまで変化させ(β２
＝0.1291～0.8291)，本手法を用いて平均値および標準偏差を推定した結果である。このと
き，展開係数は２次まで考慮した。また，何らの処理も施さず，振幅制限を受けたデータ
から直接平均値や相関関数を求めた結果（直接法）も併せ示した。図から，振幅制限を受
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図４上限振幅制限レベルの変化に対する平均値および標準偏差の推定誤差
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図５道路交通騒音の自己相関関数
０ 300
けるデータの割合が増加しても本手法による推定結果は０４ｄＢＡ以内の誤差であり，本手
法が環境騒音･振動の統計量推定に関しても有効であることを認めることができる。次に，
同じデータに対して上限を振幅制限し(醜＝６５dBＡ,β2＝0.5409)相関関数の推定を行った。
結果を図５に示す。同図において，本手法による相関関数は直接法に比べて真値に近く，
また，交通信号に起因する弱い周期をも検出している。
４おわりに
本論文では，振幅制限を受けた状態で摂取されたガウス型および非ガウス型不規則波の
観測データから，振幅制限の影響を取り除いたもとの不規則波の平均値，標準偏差，相関
関数など各種の統計量を推定する手法について検討を行った。本手法の有効性は実測デー
タに適用して実験的にも確認された｡すなわち,ガウス型および非ガウス型の実測騒音デー
タに対して人工的に振幅制限を加え，この振幅制限の割合を増した場合も本手法による推
定誤差は大きく変化しないことが確認された。また，振幅制限を受けたデータの時間率か
ら推定したβ,,β2を初期値とした,再評価手法を導入することにより推定値の改善を行うこ
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とができた。
また，本手法による推定誤差は有限エルミート展開表現の次数や再評価の回数とも関連
があり，これらの次数や回数の決め方については今後の検討課題としたい。
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AnEstimationMethodo壬StatisticalQuantities
壬orRandomNoiseorVibrationWaves
withAmplitudeLimitations
ＨｉｄｅｏＨｏＮＪｏａｎｄＨｉｄｅｏＭＩＮＡＭＩＨＡＲＡ＊
Ｇ、〃ａｔｅＳｃ"00/ｑ／Ｅ"g/"eemzg
*Ｄｅｐα"”e"/ｑ／Ｉ)q/b”αﾉﾉ0〃α"‘Ｃｂ”"teγ助g伽e""g
Fzzc"ﾉｵ〕ﾉｑ／Ｅ"g伽eﾌﾌﾞ"ｇｏﾉhZy[z"α［〃zﾉe応jjbﾉｑ／Ｓｃｊｅ"Ce，
Ｒ/伽-ｃｈ０Ｉ－Ｉ，ｏﾉｩzzyn池α，刀0-0005〃，α"，
（ReceivedOctober6,1997）
Inthispaper,amethodfordeterminingthestatisticalquantitiesofrandomnoiseor
vibrationsignals,ofwhichtheamplitudefluctuationislimitedbyupperand/orlower
levels,hasbeenproposedfortheidealizedGaussianrandomprocess,andthegeneral‐
izednon-Gaussianrandomprocess・Ｔｈｅｐｒoposedmethodcandeterminestatistical
quantities,ｓｕｃｈａｓｔｈｅｍｅａｎｖａｌｕｅ,thestandarddeviationandthecorrelationfunction，
basedontheexpansioncoefficientswithoutrequiringthecompleteinformationabout
thedistortedobservedsignaLTheeffectivenessoftheproposedmethodwasconfirmed
byapplyingittoactualnoiseunderartificialamplitudelimitations．
